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大学コンソーシアム関門 単位互換協定制度について 

 

「大学コンソーシアム関門」は、北九州、下関両市の高等教育機関が相互に連携・協力することにより、

関門地域の高等教育の充実及び発展を図るとともに、地域社会へ貢献することを目的としています。 

 また、大学間で単位互換協定を締結したことで、学生は在学する大学以外の講義を「特別聴講学生」とし

て受講することができます。修得した単位は所属する大学で認定されます。 

 単位互換協定参加大学に在学する大学生であれば受講することが可能です。出願料及び受講料は無料で

す（ただし、実習・演習の場合は実費を徴収することがあります）。受講を希望する学生は、所属大学の定

める方法により所属大学へ出願してください。 

 

2024 年度開講科目 

 

コーディネート科目【関門学】  ３科目 

科 目 名 受講可能学年 科目提供大学 講 義 期 間 会場

関門の自然環境とそのエネルギー １年生以上 九州共立大学 

8 月 20 日（火）、21 日（水）、22 日

（木）、24 日（土）、25 日（日） 

※8 月 23 日（金）はありません。 

10：45～16：20 

Ａ 

北九州・下関地域の魅力ある企業団

体を学ぶ 
１～３年生 北九州市立大学 8 月 19 日（月）～22 日（木） Ｂ 

中世の関門地域史 １年生以上 下関市立大学 
9 月 2 日（月）～9 月 6 日（金） 

10：40～16：20 
Ｃ 

 

大学提供科目【現代の教養】   ２科目 

科 目 名 受講可能学年 科目提供大学 講 義 期 間 会場

課題解決演習 

～デザイン思考による課題解決～ 
１年生以上 西日本工業大学

8 月 19 日（月）～8 月 22 日（木） 

10:40～17:50 
Ｄ 

経営入門 ２～３年生 北九州市立大学
9 月 2 日（月）～9 月 6 日（金） 

時間は講義概要を参照 
Ｅ 

 

講義会場：  

Ａ＝九州共立大学（北九州市八幡西区） 

Ｂ＝北九州市及び下関市の各企業団体の施設 集合場所：JR 小倉駅北口（予定） 

Ｃ＝下関市立大学 （下関市） 

Ｄ＝西日本工業大学小倉キャンパス及び地域連携センター（北九州市小倉北区） 

Ｅ＝北九州市立大学ひびきのキャンパス（北九州市若松区） 
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出願について 

 

●出願資格 

単位互換協定参加大学に在学する大学生であれば出願することが可能です。単位互換協定参加大学に所

属する交換学生も、所属大学の許可があれば本制度を利用して出願を行うことが出来ます。 

 

●出願方法と出願期間 

出願は 2024 年 4 月に行います。履修を希望する学生は、所属大学によって出願方法と出願期間が異なり

ますので、詳細は、所属大学担当窓口で確認の上、手続きを行ってください。 

 

●出願する前に確認しておきたいこと 

★出願できる科目及び修得できる単位数は、所属大

学において認められた単位数以内とします。詳細

は所属大学担当窓口で確認してください。 

★評価の確定が年度末となるため、2024 年 9 月卒業

予定者は出願することはできません。 

★科目によって、履修できる学年の指定が異なるの

で注意してください。 

 

 

★各自の修得単位や必修科目の修得状況を確認し、

進級要件や卒業要件が不足しないように履修計画

を立てた上で出願してください（特に、卒業年次

生は注意が必要です）。 

★講義会場までの通学時間を考慮の上、無理のない

履修計画を立ててください。 

履修許可について 

 

●履修許可 

出願希望については科目提供大学が確認の上、結果については、所属大学を通じて、5 月頃に出願者に通

知します。なお、施設等の関係上、受け入れ人数には限りがあります。出願希望者が多数の場合、履修が許

可されないこともありますのでご了承ください。 

 

●履修が許可されたら 

履修が許可された学生は、科目提供大学における「特別聴講学生」となります。履修許可後、所属大学に

よっては、履修登録等の手続きが必要となりますので、所属大学担当窓口で確認してください。 

 

科目の受講について 

 

●講義会場までの通学について 

通学については公共の交通機関を利用してくださ

い。 

 

●受講に際しての注意 

受講の際には、必ず所属大学の「学生証」を携行

してください。 

 

●講義の欠席について 

出欠をとる講義もあります。その場合は、講義担

当教員の指示に従ってください。止むを得ず講義を

欠席する場合、事前に欠席を届け出る必要はありま

せん。 

ただし、出席回数が評価に反映される科目もあり

ます。 

 

 

 

 

●受講に関する問い合わせについて 

受講上の不明な点がある場合は、まず所属大学の

担当窓口に相談してください。 

 

●休講、補講、教室変更などの通知 

休講などのお知らせは、科目提供大学のホームペ

ージに掲載します(P.14 をご参照ください)。 
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成績評価について 

 

●評価について 

履修した授業科目は、授業担当教員が成績評価（素点）を行った後、所属大学の成績評価方法に基づき、

単位が付与されます。 

 

●各科目の評価方法 

各科目授業担当教員の成績評価方法は、以下のとおりです。 

科   目   名 科 目 提 供 大 学 成 績 評 価 方 法 

関門の自然環境とそのエネルギー 九 州 共 立 大 学
授業への参加意欲：40％ 

課題レポート等の提出物：60％ 

北九州・下関地域の魅力ある企業団体を

学ぶ 
北 九 州 市 立 大 学

企業団体見学：80％（質疑応答と小レポート） 

オンデマンド課題：10％ 

最終レポート：10％ 

中世の関門地域史 下 関 市 立 大 学

平常点：30％ 

※受講人数によっては発言を求めることがあります

レポート：70％ 

※理解力・論述力を問うものとしますが、受講人数

によって変更することがあります 

課題解決演習 

～デザイン思考による課題解決～ 
西 日 本 工 業 大 学

講義への参加やグループワークなどへの取組み姿勢

（50%）、プレゼンテーション（50％） 

経営入門 北 九 州 市 立 大 学

(a)学生-社長トーク：30%（準備課題提出、当日参加、

振り返りレポート提出）  

(b)企業滞在取材：30%（当日参加 10%、取材メモ及

び振り返りレポート提出 20%）  

(c)検討成果発表：20%（発表資料作成 15%、発表会で

の Q&A 5%） 

(d)総合学習レポート：20%（レポート作成提出 20%）

＊遅刻･欠席した場合は、1 コマ当たり 1/15 の成績

を総得点から差し引く。 

※試験やレポート提出は科目提供大学の規則によって行います。試験欠席による追試験は実施されません。

万が一、所属大学の試験等と日程が重複した場合は、必ず事前に所属大学担当窓口に相談し、指示を受け

てください（原則として、所属大学の試験が優先となります）。 

 

問い合わせ先一覧 

 

【大学コンソーシアム関門事務局、単位互換協定参加大学】 

大学名等 事務担当窓口 担当窓口連絡先 

大学コンソーシアム関門事務局 北九州市立大学 093-964-4106    conso@kitakyu-u.ac.jp 

北九州市立大学 学術振興課 093-964-4106    conso@kitakyu-u.ac.jp 

九州共立大学 教務課 093-693-3073    kyoumu@kyukyo-u.ac.jp 

九州国際大学 学務事務室 093-671-9010    gakumu@office.kiu.ac.jp 

下関市立大学 学務部教務課 083-252-0289    kyomu@shimonoseki-cu.ac.jp 

西日本工業大学 デザイン学部事務室 093-563-2221    kyoumu@nishitech.ac.jp 

※受講上の不明な点がある場合は、まず所属大学の担当窓口に相談してください。 
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講義会場へのアクセス 

 

【Ａ．九州共立大学】  JR 折尾駅よりバス７分、徒歩 15 分  

  〒807-8585 北九州市八幡西区自由ケ丘 1-8 ℡：093-693-3073 

  

 

 

【Ｂ．集合場所：JR 小倉駅北口】  

 〒802-0001 北九州市小倉北区浅野 1 丁目 1-1 

 

 

【Ｃ．下関市立大学】JR 下関駅よりバス 25 分、山の田または大学町 2 丁目バス停下車、徒歩 3 分

          JR 幡生駅より徒歩 20 分 

〒751-8510 山口県下関市大学町 2 丁目 1 番 1 号  ℡：083-252-0289 
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【Ｄ．西日本工業大学 小倉キャンパス】  JR 西小倉駅より徒歩 5 分 

〒803-8787 北九州市小倉北区室町 1-2-11   ℡：093-563-2221 

 

 

 

【Ｅ．北九州市立大学 ひびきのキャンパス】JR 折尾駅より 20 分 

学研都市ひびきの下車 徒歩約２分 

〒808-0135 北九州市若松区ひびきの 1-1 ℡：093-695-3330 
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講義概要 

 

科目名 関門の自然環境とそのエネルギー 

担当者名 小島 治幸 

履修条件 1 年生以上 単位数 ２単位 

期間 

2024 年 8 月 20 日（火）、21 日（水）、22 日（木）、24 日（土）、25 日（日）の 5 日

間 

いずれも 10：45～16：20（2 時限～4 時限） 

※8 月 23 日（金）はありません。 

講義会場 九州共立大学 学思館 1 階 114 教室 

科目提供大学 九州共立大学 

授業のねらい・

テーマ 

 21 世紀は人類にとって、環境・エネルギー問題が大きなテーマです。身近な関

門海峡を取り巻く地域の自然環境やその特徴を知り、自然保護・自然災害・自然

エネルギーを学ぶことで、様々な環境やエネルギーに関する知識を深めるととも

に生きる力を養うことができます。講義全体のキーワードは、自然環境・自然保

護・自然災害・自然エネルギーです。 

テキスト 担当教員による資料配付 

参考文献 必要に応じて、担当教員が授業中に紹介 

授業内容 

または 

スケジュール 

第１回 
関門地域の自然環境と古環境 ～関門海峡はどのようにできたのだろ

う 

第２回 関門地域の環境保全 〜真に豊かな、心地よい社会を築こう 

第３回 関門海峡とその周辺の潮流 ～潮流はどのように起こるのだろう 

第４回 関門海峡とその周辺の海岸 ～いろいろな海岸とその自然特性 

第５回 関門地域における海岸侵食と飛砂問題 

第６回 関門海峡とその周辺の干潟海岸 ～貴重な干潟海岸とその自然環境 

第７回 
関門海峡に存在する波 ～いろいろな波の中で怖い波は何だろう（その

1） 

第８回 
関門海峡に存在する波 ～いろいろな波の中で怖い波は何だろう（その

2） 

第９回 関門地域の自然災害 ～津波から身を守るためには 

第 10 回 関門海峡近隣の港 ～港湾てどんなところ 

第 11 回 関門海峡近隣の港 〜北九州港と下関港を見てみよう 

第 12 回 地球温暖化による関門地域への影響 ～その 1 

第 13 回 地球温暖化による関門地域への影響 ～その 2 

第 14 回 関門地域の自然エネルギー 〜波力発電、潮流発電、洋上風力発電 

第 15 回 地球温暖化問題に対する北九州市の取り組み 

授業に対する 

準備事項 

・配布した資料をよく見ておくこと 

・新聞やテレビで知った地域や環境の情報を思い出して授業に臨めば興味が湧き

ます 

成績評価の 

方法 
授業への参加意欲：40％、課題レポート等の提出物：60％ 

履修上の注意  
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科目名 北九州・下関地域の魅力ある企業団体を学ぶ 

担当者名 見舘 好隆（北九州市立大学地域戦略研究所教授） 

履修条件 1～3 年生 ※25 名を上限とする 単位数 ２単位 

期間 2024 年 8 月 19 日（月）～22 日（木） 

講義会場 
各企業団体の会議室など。バスを使って移動します。 

集合場所：小倉駅北口（予定） 

科目提供大学 北九州市立大学 

授業のねらい・

テーマ 

【企業団体見学】北九州市や下関市の各施設および、日本を代表する企業の工場

や職場を見学しながら、現場の専門家から事業や仕事内容はもちろん、近年重視

されている SDGs や働き方改革を軸に、コロナ禍など未曾有の出来事にも屈しない

日本における将来への持続的な企業団体の在り方を理解し、将来の進路のヒント

を得ます。 

【オンデマンド課題】企業団体研究の手法をオンデマンドの講義で学び、期限ま

でに興味がある企業（見学先以外）を探し、研究成果をレポートにまとめていた

だきます。 

【過去実績】（2023 年度）シャボン玉石けん、関門港湾建設、タカギ、桑の実工

房、フジコー、中川食品、山十、不二貿易 

（2022 年度）桑の実工房、ヒューム、タカギ、ひびき精機、フジコー、中川食品、

不二貿易、井筒屋 

テキスト 特になし。企業団体ごとに資料が配布されます。 

参考文献 

特にありませんが、講義時に質問ができるように、事前に企業団体の web サイト

を読み込んで予め質問を用意してください。企業見学先は決まり次第掲示板にて

告知します。 

授業内容 

または 

スケジュール 

日程 時間 概要 内容 場所 

8/19 

（月） 

0.5 ガイダンス 
授業の目的、評価方法な

ど 
バスの中 

2.0 見学と講義① 現場だからこそ学べる団

体の魅力、SDGs の取り組

みを理解する。 

企業・工場・施設①

2.0 見学と講義② 企業・工場・施設②

1.0 振り返り １日目の振り返り バスの中 

8/20 

（火） 

2.0 見学と講義③ 現場だからこそ学べる団

体の魅力、SDGs の取り組

みを理解する。 

企業・工場・施設③

2.0 見学と講義④ 企業・工場・施設④

1.0 振り返り 2 日目の振り返り バスの中 

8/21 

（水） 

2.0 見学と講義⑤ 現場だからこそ学べる団

体の魅力、SDGs の取り組

みを理解する。 

企業・工場・施設⑤

2.0 見学と講義⑥ 企業・工場・施設⑥

1.0 振り返り 3 日目の振り返り バスの中 

8/22 

（木） 

2.0 見学と講義⑦ 現場だからこそ学べる団

体の魅力、SDGs の取り組

みを理解する。 

企業・工場・施設⑦

2.0 見学と講義⑧ 企業・工場・施設⑧

1.0 振り返り 4 日目の振り返り バスの中 
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随時 1.5 企業団体研究 
企業団体研究のノウハウ

を学ぶ。 
オンデマンド動画 

授業に対する 

準備事項 

 バス 1 台の乗車人数 27 名が上限で、引率者 2 名を除き、履修者 25 名を予定

（変更する可能性あり）。 

 履修確定後の欠席は、参加を希望していたが定員を超えたために参加できな

かった学生にとって不利益であり、さらに学びの機会をお作り頂いた企業に

対しても大変失礼な行為となります。よって、やむを得ない理由（体調不良

や忌引きなど）を除き、受講を取りやめることはしないでください。しっか

りと受講する意思を持つ学生のみ、申請してください。また、バスで移動す

るため遅刻による途中参加も原則不可能です。 

 服装はカジュアルでも構いませんが、受入先企業団体のみなさんは言うまで

もなく仕事中です。よって、T シャツや短パン、ビーチサンダル、穴の開いた

ジーパンなど、礼節を欠いた服装で社内に入ることはできません。クールビ

ズが基本となります。また、見学先によっては別途服装の指定があります。

 授業前日までに、学研災保険のＡコース(賠償責任保険)に加入していただき

ます。 

 バスでの移動がありますので、バスが苦手な人は履修しないでください。 

 企業見学時に質問ができるかが評価ポイントの一つです。予習してきてくだ

さい。 

成績評価の 

方法 

企業団体見学 80％（質疑応答と小レポート）、オンデマンド課題 10％、 

最終レポート 10％ 

履修上の注意 

 新型コロナウイルスや企業団体のご都合、バス確保等により、1～2 日間は小

倉サテライトキャンパスでの講義型に変更する場合があります。予めご了承

ください。 
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科目名 中世の関門地域史 

担当者名 新任教員 

履修条件 1 年生以上 単位数 ２単位 

期間 2024 年 9 月 2 日（月）～9 月 6 日（金）10：40～16：20（各 2 時限～4 時限） 

講義会場 下関市立大学 

科目提供大学 下関市立大学 

授業のねらい・

テーマ 

【授業概要】 

当授業は日本中世における関門地域の歴史についての授業です。ここでいう関

門地域は関門海峡とその沿岸部に限定せず、少々、広くとって、現在の西中国地

方（主として現在の山口県域）から北九州地方（主として現在の福岡・大分・佐

賀県域）をさすこととします。 

【到達目標】 

1．関門地域の歴史の概略を大まかに知ることができる。 

2．関門地域の歴史史料の基礎的分析をすることができる。 

テキスト 資料を配布する 

参考文献 
・日本の歴史（中公文庫）井上光貞 他 中公文庫（1973 年） 

・日本の歴史（講談社学術文庫）網野善彦 他 講談社（2008 年） 

授業内容 

または 

スケジュール 

第１回 
ガイダンス：授業の概要説明 教員と受講生の自己紹介（受講生の自

己紹介の有無・方法は受講人数によります） 

第２回 
鎌倉時代の関門地域①：鎌倉幕府の守護職 北条一門守護 長門探題

などの解説 

第３回 
鎌倉時代の関門地域②：元弘の乱における長門探題と鎮西探題の関係

などの解説 

第４回 
南北朝時代の関門地域①：建武政権の地方支配体制 周防国守護職鷲

頭大内氏などの解説 

第５回 
南北朝時代の関門地域②：長門国守護職厚東氏 室町幕府の開設 室

町幕府の守護職 大内弘世などの解説 

第６回 南北朝時代の関門地域③：大内弘世 征西府などの解説 

第７回 室町時代の関門地域①：大内義弘 今川了俊などの解説 

第８回 
室町時代の関門地域②：筑前国少弐氏 豊後国大友氏 肥後国菊池氏

などの解説 

第９回 室町時代の関門地域③：九州探題渋川氏 大内持世 などの解説 

第 10 回 室町時代の関門地域④：大内教弘 伊予国河野氏などの解説 

第 11 回 室町時代の関門地域⑤：応仁の乱 大内政弘 『正任記』 などの解説

第 12 回 戦国時代の関門地域①：明応の政変 大内義興 などの解説 

第 13 回 戦国時代の関門地域②：大内義興 出雲国尼子氏 などの解説 

第 14 回 戦国時代の関門地域③：大内義隆 毛利元就 などの解説 

第 15 回 戦国時代の関門地域④：陶晴賢 大内義長 大友宗麟 などの解説 

授業に対する 

準備事項 

【事前・事後学習】 

時間の都合上、通史的解説は極力しませんので、各自で学習・復習しておいて

ください。 

成績評価の 

方法 

平 常 点 30％ 受講人数によっては発言を求めることがあります 

レポート 70％ 理解力・論述力を問うものとしますが、受講人数によって 

        変更することがあります 

履修上の注意 この講義は対面で実施します。 
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科目名 課題解決演習～デザイン思考による課題解決～ 

担当者名 梶谷克彦（西日本工業大学デザイン学部教授） 

履修条件 1 年以上 単位数 ２単位 

期間 8 月 19 日（月） ～ 8 月 22 日（木） 10:40～17:50 （2 時限～5 時限） 

講義会場 西日本工業大学 小倉キャンパス 6 階 602 教室 および 地域連携センター 

科目提供大学 西日本工業大学 

授業のねらい・

テーマ 

複雑な要因が絡み合う課題解決のスキルを、デザイン思考を通して学ぶ短期集中

型の演習。 

デザイン思考の実践的スキルの養成を通じて、洞察力、課題解決能力、ディスカ

ッション力の習得を目指すことに重点を置く。 

課題解決手法の基礎的な知識習得と演習を行う PBL 形式の演習。 

成果目標として、北九州のまちづくりに関するプラン制作を行う。 

なお、当演習は、グラフィックデザインや映像制作などの「デザインスキル」は

問わない。 

テキスト 教科書は使用せず、適宜資料を配布する。 

参考文献 特になし（別途指示する場合がある） 

授業内容 

または 

スケジュール 

第１回 ビジョンの共有化（チームビルディング） 

第２回 基礎講座１ 問題解決の基礎講座 

第３回 基礎演習１ 簡易的な問題解決演習 

第４回 基礎講座２ デザイン思考のステップに関する基礎講座 

第５回 基礎演習２ 簡易的な問題解決演習 

第６回 課題レクチャー 

第７回 フィールドワーク準備 

第８回 フィールドワーク１ 北九州の街でフィールドワークの実施を行う。 

第９回 フィールドワーク２ 北九州の街でフィールドワークの実施を行う。 

第 10 回 フィールドワークのまとめと洞察 分析と洞察 

第 11 回 アイデアプランディスカッション 

第 12 回 試作品制作・テスト１ 

第 13 回 試作品制作・テスト２ 

第 14 回 プレゼンテーション（チームごとのプレゼンテーション） 

第 15 回 プレゼンテーションと振り返り 

授業に対する 

準備事項 
動きやすい服装で参加すること。 

成績評価の 

方法 

講義への参加やグループワークなどへの取組み姿勢（50%），プレゼンテーション

（50％） 

履修上の注意 この授業は対面授業で実施する。 
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科目名 経営入門 

担当者名 辻井 洋行（北九州市立大学基盤教育センターひびきの分室 教授） 

履修条件 ２年生以上３年生以下 単位数 ２単位 

期間 

9 月 2 日（月）から 9 月 6 日（金）までの 5 日間 

1 限 9：00-10：30，2 限 10:40～12:10、3 限 13:00～14:30、 

4 限 14:40～16:10、5 限 16:20～17:50 

講義会場 北九州市立大学ひびきのキャンパス （所在地：若松区ひびきの 1-1） 

科目提供大学 北九州市立大学 

授業のねらい・

テーマ 

この授業において、受講生は、企業経営者が提示する経営課題への解決策の検討・

提案を通じて、経営の難しさや醍醐味を学び取る。企業活動における課題解決は、

アイデアを持ち寄り、融合させ、新しい価値 を生み出すものであり、アントレプ

レナーシップ(起業家精神)を発揮する機会である。受講生は、経営者との対話、

課題解決の仮説設定、企業への訪問取材、関連文献の検索、提案書のまとめと発

表を行う 過程で、発想力・創造力、問題発見と解決、情報収集&分析・チームワ

ーク、リーダーシップ&フォロワーシップ、コミュニケーション能力を発揮する。

また、実際の企業経営に関わる課題の解決提案に取り 組む中で、企業の成り立ち、

現在の取り組み、将来への方向性、働く方々の思いに触れる機会を得る。 

 

学習項目 

(a)企業ウェブサイトに目を通し、経営者への事前質問を提出する。また、必要な

予習課題に取り組む。  

(b)経営者との対話から、検討する課題を聞き取り、解決に向けたアイデアを仮説

として整理する。  

(c)企業の現場へ取材に出かけ、アイデア仮説を検証するためのヒアリング調査や

必要な文献調査を行う。  

(d)ヒアリング調査の結果を踏まえ、経営者から提示された課題への解決策を提案

し、経営者の評価を得る。  

(e)学習成果を振り返り、企業経営の醍醐味や難しさ、社会の一員としてのアント

レプレナーシップの必要性について文書に整理する。 

テキスト 配布資料による。 

参考文献 配布資料による。 

授業内容 

または 

スケジュール 

第１回 (1 日目･3 限)オリエンテーション 

第２回 (1 日目･4 限)学生-社長トーク(1)各社ご紹介 

第３回 (1 日目･5 限)学生-社長トーク(2)キャリアビジョン 

第４回 (2 日目･3 限)チームビルディング 

第５回 (2 日目･4 限)取材準備(1)課題解決仮説設定 

第６回 (2 日目･5 限)取材準備(2)課題解決妥当性調査 

第７回 
(3 日目･1 限)企業訪問取材(1)会社見学、経営者から提示された課題に

対する解決提案の共有 

第８回 
(3 日目･2 限)企業訪問取材(2)解決提案の有効性・実施可能性確認への

社員ヒアリング 

第９回 
(3 日目･3 限)企業訪問取材(3) 解決提案の有効性・実施可能性確認へ

の社員ヒアリング(継続) 

第 10 回 (3 日目･4 限)企業訪問取材(4) 経営者との解決提案の方向性共有 
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第 11 回
(4 日目･3 限)解決提案の準備(1) 取材成果の共有、解決策の方法・内

容の検討 

第 12 回 (4 日目･4 限)解決提案の準備(2) 解決策の方法・内容の検討 

第 13 回
(4 日目･5 限)解決提案の準備(3) 課題解決策プレゼンテーションの準

備 

第 14 回 (5 日目･4 限)発表会 課題解決策プレゼンテーション 

第 15 回 (5 日目･5 限)ワークショップを通じた学習の振り返り 

授業に対する 

準備事項 

(a)ご登壇頂く社長の企業や関連する産業分野について調べ、質問を用意し事前に

提出する。社長からの質問への回答を作る。 

(b)取材の事前準備と事後の取材成果共有、発表会準備のために、時間外での自主

活動が必要になる。 

(c)授業にご協力頂く北九州革新的価値創造研究会について、確認しておくこと。

＜http://www.ksrp.or.jp/katiken/＞ 

成績評価の 

方法 

(a)学生-社長トーク   30%（準備課題提出、当日参加、振り返りレポート提出）

(b)企業滞在取材    30%（当日参加 10%、取材メモ及び振り返りレポート提出

20%）  

(c)検討成果発表    20%（発表資料作成 15%、発表会での Q&A 5%） 

(d)総合学習レポート  20%（レポート作成提出 20%）  

＊遅刻･欠席した場合は、1 コマ当たり 1/15 の成績を総得点から差し引く。 

履修上の注意 

・授業日程(予定):2024 年 9 月 2 日から 9 月 6 日まで  

・訪問取材受入先企業の都合で、受講者数の上限が 50 名であるため、受講者数調

整を行うことがある。 

・科目履修には、学研賠･学研災への加入が必須になる。 

・授業実施会場と企業滞在取材への参加には、各自移動の交通費（各自支出）が

必要になる。 

・大学からの交通費補助はない。 

・受講を希望する方は、受講申込時に次の課題を提出すること。 

「この科目のシラバスを読んで、あなたの志望理由を託す 川柳（5・7・5）を提

出して下さい。」 
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１ 気象警報発令時の取り扱い 

 悪天候などの自然災害により、北九州・下関地方に「大雨、暴風警報」、「大雪警報」「暴風雪警

報」等が発令された場合は、原則として、授業の取り扱いは次のとおりとする。 

 

警報解除時刻 授業の取り扱い 

午前７時までに解除されない場合  ※ 午前の授業を休講とする 

午前 10 時までに解除されない場合 ※ 午後の授業を休講とする 

 

※ ただし、警報が解除されない場合であっても、天候状況および公共交通機関の運行状況

によっては休講とならない場合があるため、留意すること。 

※ 警報の発令・解除に関する確認は、ラジオ・テレビ等の報道による。 

 

２ 交通手段の遮断時の取り扱い 

 地震等の自然災害や公共交通機関におけるストライキ等の理由により、交通手段が遮断された

ために学生が授業に欠席した場合、学生の届出により、科目提供大学はその学生が通学不能であ

ったと判断した場合には、本人の不利益にならないように配慮する。 

 

３ その他の取り扱い 

 次の場合、休講とする。 

（１） 授業科目担当教員にやむを得ない理由が生じ、授業が行えない場合 

（２） 授業開始時刻から 30 分を経過しても授業科目担当教員より指示がなく授業が開始でき

ない場合 

（３） その他、大学コンソーシアム関門事務局において休講が必要と判断した場合 

 

４ 休講措置の周知方法 

 科目提供大学のホームページにより周知する。 

 

５ 休講措置決定から周知までのプロセス 

 

 

 
 
 
 
 
 

休講の取り扱いについて 

⼤学コンソーシアム関⾨事務局

担当教員

会場
（科⽬提供⼤学のＨＰ掲載）

受講者

【連絡】

連携⼤学事務窓⼝
【決定】

科⽬提供⼤学

【周知】



 

 

 
 
 
 
 
 
 

⼤学コンソーシアム関⾨ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


